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甲状腺濾胞上皮細胞の増殖動態と機能に関する研究
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　　　　　　　　　　　I》r（，f量　1＞IAI｛疋」「rA’s　 Sur暮ical　Cli】1…c

　　　　　　　　　　　　　　　ShlnSllu　Universitv

　　　　　　　　　　緒　　欝　　　　　　　　　　　　　　　　ヂ術によって切除したlll状腺紐織か　，）21～3～卿な：」の

　臨床上取りあつかわれる諸種の甲状」腺疾患に需いて　　　小組織片な無菌ll勺にすみやかに採取し・これな1威菌シ

は，濾胞上皮細胞の増殖と機能とがたがいに1督接な関　　　ヤ…レ1ノ団にて，あゐかじめ37℃に加温した鷹迎ll的食

述性を保っているので，その病態の解明は口≦1難である　　　塩水を用いて数回洗灘した後83H・u、ynlidh鳩を5μCi／

ヵ～，最近・H－thymidi・・，・2・IN・などによるa。t。・、　耀6舖するEa擢leの欄楚液に2加6に少鋤の’蠣シリン

diographyが行なわれるようになり，この方両の研　　　とストレヅトマイシンを附加した培獲液巾で37‘℃，1

究も検剖されて来たQ著者は第1綿においてラット甲　　　時：開保温した。保温に際しては5％燦酸ガスカll酸禦セ

状1腺について濾胞上皮細胞の増殖動態と機能との関連　　　培養液中に通1筆（し・培獲液4）撹絆と酸購の補紹につと

性を解明し得たと考えるので，これを基礎として本編　　　めた・・保温後糸【職片を10％ホルマリンで闘簸し・パラ

において酪種甲槻泉疾患の濾胞上皮綱泡の増蜘購　 フ・fンに包埋し，厚さ4～6μの薄切々片超、製し

について研究を行なった。　　　　　　　　　　　　　　た。薄切々片作製にさいしては組織片の嚢層100μ以

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内から裸本な作製するようにつとめた。なお鼻術にさ

　　　　1・　研究材料及び研究方法　　　　　　　　　　いして電要1血讐結紮優1｝1状腺腫の棚出までiこ長時闇靴

　　　A．研究材料　　　　　　　　　　　　　　　　　　要したもの1よ研究対象から除外した。

　1．　丸II1外科において手術をけなった甲状腺疾患の　　　　antoradi‘，鰐raPhyは鮮ジ1編と同様diPph1銭121を川

うち甲状腺癌11例，単純性結節性ll！状腺腫24例，　lll状　　　いた。

腺機能プ〔進i症20例，慢性甲状腺炎3例，ユili急性lll状腺　　　　2・：服thymldh脚hl　viv（｝IQcal　flash玉abdin冨法

炎1例，合計59例を研究対象とした、，甲状腺癌の組織　　　a正影tllymklin¢を生ユlll的食塩水で2‘｝μCi／π6に希釈し，

診断は矢川1）により，単純性結節性1｛・1状腺腫の紺織言参　　これを瓢バソスブルーで着色した。ヂ術時切除予驚甲

断は沢田2）により，111状腺機能尤進症の組織診1り1は　　　状腺紺織内に前述の着色3H・・しhymidil1¢溶液を約O・：う

Barkie…de　la　Caml）3）によった。なお対照とした∬三常　　　2π6注入し，注入後30分から11晦闘経過した縫，甲状腺

甲状腺組織は単純i生結節性甲状腺腫の結節と反対側の　　　組斜幾の切除を行癒・った、，切除したll1状腺紐織を1｛｝％r卜

腺葉より採取した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　ル㌣リンで固箆し，エパンスブルーで着色した部歳か

　2．　3H－thynlidil1¢1よT暑1e　Radiochemical　CeBtre　　　lう紺織li’な切り｝hし，パラフィン包墳…後，厚さ4酌｛モノ‘

（英）の3H－thymidine－・6－・T（n）（specific　activity　び）薄切々片感ゴ作製した。　auωradi｛壌rIil）hy　lよh1　vitm

5．O　CI／luM）を使用した。　　　　　　　　　　　　　　　flash　labelin房法と金く1llj様に行なったり

　3，　感光乳剤はサクラNR－M2，現像液は訓ニドー　　　　　　　C．標識率の錦：掛方法

ルx，定蔚液はコニフィックスxを使用した。　　　　　　　i！1vitro　flash　labelh瑠法では3H－thy丑nidinoが

　　　B・研究方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　兜分滲透すると考えられる表禰から100μ蜜での組織

　　1．3H－thymidhle　ill　vlしro　flash玉abelh1騒法　　　　標本を便用したQ標識紺胞の錦：定には核内に5個以．L
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の鱒rail1を有するものを標識細胞とし，1000個の上　　　そこで木研究では便宜」こ，　lll状腺疾患を非腫甥悦疾患

皮細胞数を数え次式によって標識率を算出した。　　　　　と腫瘍性疾患とに分けて検討を行なった。

標識率（L・）一 o雛1顯綴・1・。　　　A・対1轍
　ill　viv（，　k，cal　flasll　labeling法では3H－thymidine　　　対照及びJl三腫瘍性疾愚では前述のごとく増殖細胞と

の滲透な考慮することなく前述の方法で標識率の算出　　　I」堵熟細胞とから成立しているが，第1編において述べ

を行なった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　たごとくlil状腺組織においてはil【li者を形熊学的に分離

　　　　IL轍績　　　羅雛灘鼠墾珊犠繍繊
11轍撒に尉る3mhylllidin 剣W・榊の3；1：定　湘・［II脚1癬敵蝋ll加嬬、胞臓，その・1・

隠繍辮膿ll鵬繍懸黛ま職1欄胞から鰍・礪・㈱出し
讐、器乳「蘭融羅轟翁灘灘　・・・・…f1・・s－i・・法・・7例・i・v…1・…

聯細1包から蹴して、、ると叛ら滴ので，。鯛　fl匿よsh　labelin・法で1例合細伽ついて轍鞭栢こ

鞭標　梛（LI．）砒，1財る。と髄切で肱い。　討したが，その鰍膨壬1及び図1の姐，いず描
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　一M　O・8タ6晩）1昌1に・の・｝布し，　ill　vi‘r‘｝flasil　labolin駕沼こ

袈111」状陥［L御）3｝lthy・・idin・標1｝1螺　　　とin　vi・・1・c・1　fla・h　1・beli・9法との1｝　に棚IJゾ説

　　　　　　　　対　照　　　　　異嬬められなかった、、勲劇の｛1冷と標識粒・，

＿＿＿鑛＿些茎一．慢歎，1膿2いて癩櫛厭・・そ蝋は図…
　　　　　　　　　　　1♀44　。　　ごとく1瀦の間には糊ll燗係は齢ら糠かった・
　　　　　　　　　　　2　♀　aL　O」　　標識綱色の1融ならびに形態鞄’｝嚇徴についても検

　　　　　　　　　　　3　　♂　　32　　0，1　　　　討したが特別な所見は｝1忌められなかった。

　　　　　　　　　　　4　　♀　　42　　　0，1　　　　　　　　B・非腫瘍性疾怨

　　　　　　　　　　　5♀43　く），1　　1．lil魂尺li泉機倉旨：∫t遅皇量1誌

　　　　　　　　　　　6　　　♀　　　　53　　　　　0・1　　　　　　　　in　vitrQ　∫1ash　labe互i1｝暮　浸そてヨ15fグ6，　in　viv‘〕locaI

　　　　　　　　　　　7　　♀　　63　　　0・I　　　　　flash　labeLi1｝9沙ギ（3・U列，合｝汁19獅1々こゾついて桓と｝き｝した

　　　　　　　　　　　8　　♀　　27　　0・2　　　　が，その成績は表2，図1に示すごとく，いずれも0

　　　　　　　　　　　9孚37　°・2　～・吻までの間セ・分机，繍とほ鋼様の標謡騨

1・b・ll・霧meth。d　14　δ　51　0．3　　　LL％
　　　　　　　　　15　　　　♀　　　　56　　　　　（》．3

　　　　　　　　　工6　　　　皐　　　　66　　　　　‘｝，3　　　　　　　　　　　　2，0

　　　　　　　　　17　　　　♀　　　　39　　　　　0，4

　　　　　　　　　18　　　　♀　　　　55　　　　　　0，4

　　　　　　　　　19　　　　♀　　　　36　　　　　0，5

　　　　　　　　　20　　　　♀　　　　23　　　　　0，6　　　　　　　　　　　　　　1・0

　　　　　　　　　21　　　δ　　　　43　　　　　0，6

　　　　　　　　　22　　　　♀　　　　51　　　　　0，6

　　　　　　　　　23　　 ♀　　 52　　　 0，6

　　　　　　　　　24　　　　♀　　　　32　　　　　　（⊃．7

　　　　　　　　　25　　　♀　　　36　　　 0．7

　　　　　　　　　26　　　　♀　　　　41　　　　　0．8

　　　　　　　　　27　　　　♀　　　　67　　　　　0．8

　　　　　　　　　lllll　l：1　を肱・た・nV・・…1・・hl・b・li・・法と・・V…

　　　　　　　　　12　♂　21　0，3　1°cal　f玉“sh　labehn9法との隙期らかな茄撫瑠め

i蝋t「°flash　13♀28　…　　　，．、。　v、、，。　．、。，、．。
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図2．　　年齢と311－・thylllidine標識寧・・一対W｛一

　表2　　甲二1犬川泉番幾台B／G謎皇りll三び）こ輩H．　lhylllidiu¢樗lri哉壕｛　　　　　　表3　　iii｝1ぺ肪曼．炎｛り：II1・乳hymidille．1票ヒ識魯｛

一一

@一樽÷誰翠射一押L謹・斐暇　　　　…慢性甲ll腺炎否、零騰r

　　　　　　　　　　　2　　♂　　28　　　0．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　in　vhrQ　flaSh　labelin繕　　　1　　　　11｝　　　4｛｝　　　｛｝，1

　　　　　　　　　　　3　　6　　37　　　0．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　nle亡hod　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　　　　11～　　　　‘㍉3　　　　｛L8

　　　　　　　　　　　捌13：1，，＿11，　瓢齋謡1面｛　一脚一旧一・1「「阻唱

　　　　　　　　　　　6♀510・2mac，。f、11，　　　　　一：1巨急1’k甲状｝i野映　

i．．、、，．，、a、、詩蒙：：：l　p・・lif・一・，，　．秒1性零一樫鮒．

1・b・li・，　metlld・・δ…．・　　　　躍1営’fl三しsh　labelmB　1♀…

　　　　　　　　　　　10　　♀　　22　　　｛｝、5

　　　　　　　　　　　11　♀　 18　 0．9　　　　　　　　　　　　　　　2・　月1｝i尺［腺、｛炎

　　　　　　　　　　　1「隷篇藻瓢∴孟羅羅ll緯1滋雛1篇燃’走

＿＿＿＿＿些一一呈1一査！l［11i強灘遍資榔腿野　　亜辞性累ll腺炎は1例び）みであるが゜％て‘｛㍉”ぷこ”

i。vi，。1。c、116δ26（）St，．　cuU．　　　以」述べた如く，　Ill｝1膿闘i航1齢1，　lll　鵬，炎な、…ご

『fl。，h　l。b，1i。g　17孚19｛）・3　ma、r。f。1i，　　・）荊粥i嫉患の1蝋1、の漂識率1』；いず、｝し硫常範1111

1。。th。d　　l8♀28°・3　1・r・lif・r…　内にあり，i。　vit，。　fl、，h　l、b，li噛去とi。．i。。　i。、、、1

　　　　　　　　　　　19　　♀　　21　　0．7
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　flasll　lab¢1in鍔沼ξとび）1昌1｛こ1り］らカ、な1・【1三盆‘よ1諜ム～」～⊃ら｝｝ヒオ貢

られなかった。鋪．i波細胞においては工学郎のごと　かった・また儲の締，纏鯉などと標・辮ミとの問

く，標翻惚嬬とじご基底部に認められ一、幽1に　に剛1らカ・な関係は認められなかった・

はきわめてまれに認められるに過ぎない．　　　　　　　　　　　C・腫瘍性疾患

　，患．音のイドイ｝と樗｛1識藤くとの関係について挿ミ討したカ～，　　　　　1陳胴も　り1弱などの脹財弱lfk疾，患、畳よ単…　な増免r婿1田胞ヵ．レ三．，】友

その成績は図3に示すごとく両：擬’の間に明らかな関係　　　立していると考えられるので己’財）意味の嫉乙識率樽；1：

は認められなかった。また甲状腺機能充進症の組織型　　　繊することができる。

と標識率との関係は図1に示す如く両者の間に明らか　　　1．腺腫

な関係は認められない。　　　　　　　　　　　　　　　il、　vit19（，　rlash　Ia1）eiin∬法で20例I　ill　viv｛，1‘〕cこll
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表4　　腺腫のaH－tllymidille　l票識串　　　　　　　　　　表6　　腺腫のaH．．thymidi11¢｛～1｛識率

　　　　　　　一コロイド腺腫一　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　一管状腺題i壼一

薔性琴　キ謝　　1讐1｛　　　　　概性零　婆詳　 饗勢野

　　　　　　　　　1　　♀　　52　　2，〔｝×2。3×1．5　　0．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　♀　　47　　4，5x3．5x2、0　　0，5

　　　　　　　　　2♀423．9×3．4．k2．30．3　　　　　 2♀231，〔）xO．8xO、60．6

　　　　　　　　　3♀254・0×3・0×2・Oo・4　　i。vit，。f1。、h　33・玉72・2・2・OxL50・6

・nv・…fl…1糊1：lll麗ll；：l　I・bel・1・・・・・…1冠！1：lll：紺：1：1

1・b・1i・19…th。・16♀433、0。2、7・2、30．｛う　　　　　6♀32〔〕．8．〔》．7。0．70．8

　　　　　　　　　7　　♀　　32　　2，5×2，0x1．7　　0．7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　　　♀　　67　13．5×9．5x7、0　　1，6

　　　　　　　　　8　　♀　　47　　2、8x2．5×2．2　　0．7　　　　　　三〒〔一膏Ψす一旋）ca】　　　　　｝』一一　　　闇畔一｝㎜－　　…一一「一｝一｝

　　　　　　　　　．g　　a　　43　　2，7x2．4×1．7　　1．2　　　　　　　flash　labelin鼠　　．8　　　♀　　61　4・2×3・2x2・6　　0・8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1工1etl10（1
　　　　　　　　10　　♀　　42　　2．1×1．7×1．5　　1。4

｝㍊性器職11♀・・2…1・5・1・4・・4　1…1f1…hl・be’i・諏と・・［馴・撒は　鋤瀧
艮nethod　　　　　　　　12　　♀　　62　　．1．Ox2．8×2．5　　〔，．4　　　　　　　、、⑪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1腺腫α）糸IL織像と標識率との関係1よi郵44．）ごとく各腺

　表5　腺腫の3H－tllymidiRe標1｝哉率　　　　　　　　腫の間に薪しい：差異は認められないが，’削犬腺腫は：1

　　　　　　　　一濾胞状腺腫一　　　　　　　　F1イド腺腫，濾胞状腺腫に比唇鮫して多少高値を示す傾

携性零欝腰野　向力伽ら才・る・
　　　…　　1♀354．O．3．5。3．。0．3　　患者の；｛1冷と購～粒のll｛1蹴図5°）ごとく明らカ’

搬蓋臨ll羅：lll：認：贈な鵬匙、，，繰聯、つい。附ると

in　vivδ1Qcal　“………．一．門．’．………』｝7｝叩『　図6のごとく1り1らかな関係1よ認められない・

flasll　labeling　　　4　　♀　　50　　1，5x1．5×1．0　0．7　　　　　　　　2．　り商

nleth〔》d

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ill　vitro　f1三ユsh　labe且i！｝暮　泥ミて』7f列，　in　viv‘，10cal

flash　labeling法で．4例，合計24例について検討し　　　flash　labeling法で4例，脅計11例の乳順腺癌にっい

た。その成績は袈4，5，6及び図4に示すごとく，． A24　　て検討した。そ¢）｛票識率は腺腫に比較して高く（写真

例中3例（表4の療例9，10及び表6の痙例7）は高　　4），衷7及び図4のごとく0．8～4．0％の間に分布して

値を示し（写真3），他はすべて0・8％以下の標識率を　　おりin　vitro　flasll　labeling松とin　viv。1。cal　fla5h

示した。またin　vitro　flash　labeling法とill　vivo　　lal）eling法との間に蓋異は認められなかった。
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図　7．　年齢と3H－thymidine漂識率　　一乳頭腺癌一

ては，甲状腺疾患の3H－thymidine標識率（L　I．）を　　　標識率そのものをもって細胞分裂の速度の指漂とみな

中心に検討したが，次式のごとくDNA合成時間（ts）　　している学者iユ）12）が多いので著春もこの方法にしたが

が判明すれば標識率から1止代時間（tG）を算出するこ　　　った。一方標識率は本来増殖細胞に関する標識率であ

とが出来る4）5）6）7）8）9）。　　　　　　　　　　　　　　　　るが・すでに述べたごとく甲状腺においては上皮細胞

　　t。一魍璽牧はt。一．t・×1・・｝・1・墓・2，　　の騨細胞を形態学的嚥別する・とカミ昧ないので
　　　　　L°1’　　　　　　　L’L　　　　　　　　対照及び非腫瘍性疾患では真の意味の標識率を箕出す

加来28’・Lipkin1°’・J・h…。・5）らは・・を7－11時　る・と醐来ない．そ・で著都対照及び夢噸瘍1嫉

間とし，上記の式を利用して種々の細胞の世代時間を　　　患では増殖細胞と成熟細胞の全上皮細胞に対する便宜

箪出している。しかしながら一方tsを一定にしてtGを　　　上の標識率をもって検討した。その成績は甲状腺機能

算出する方法は誤りを犯す危険があるとして，最近は　　　充進症は0．9％以下で，甲状腺炎は対照と同様に0．8％
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写真　1．

　3H－thymidine　autoradioram

　II・E染色×400

細胞の基底部に標識細胞が認められ
る。

欝

以下の低い標識率を示し，疾患による相違は認められ　　部にはわずかに認められるに過ぎない。この成績は第

なかった。ただし，この成績は対照，甲状腺機能充進　　　1編におけるラット甲状腺の成績と一致するもので，

症，甲状腺炎などにおいては増殖細胞と成熟細胞との　　　人甲状腺においても増殖細胞は基底部に多く，上層部

割合が一定であると仮定して比較検討した結果であ　　　に少ないものと考えられる。

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲状腺機能尤進症及び甲状腺炎において標識率が低

　甲状腺機能尤進症においては組織学的に上皮細胞の　　　いにもかかわらず甲状腺が腫大し細胞密度が増加す

乳頭状増殖が認められることが多く，一般的には細胞　　　ることは増殖細胞の分裂によって新生した成熟細胞の

増殖の盛んな疾患と考えられて来た。しかしながら著　　寿命（life　spaI1，　tL）が延長することによると考え

者の便宜上の標識率でみる限り甲状腺機能尤進症の甲　　　ざるを得ない。しかしながら人甲状腺においてtLを

状腺には上皮細胞の分裂充進を思わせる成績は認めら　　　算出することはきわめて困難であるので，この問題は

れなかった。また甲状腺機能充進症の多層上皮細胞に　　　今後の検討に待たねばならない。

おいて抹標識細胞は主として基底部に認められ，上層　　　　つぎに腫瘍性疾患について述べると腺腫及び癌は増
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殖細胞から成立しているので真の意味の標識率を算出　　　　以上の諸家の報告から明らかなごとく，甲状腺癌の

することが出来る。まず腺腫について述べると24例中　　　3H－thymidine標識率は胃癌，肺癌などのそれに比較

3例は高値を示し他はすべてo，8％以下の標識率を示　　して一般に低い傾向が誌められるが，乳癌と比較すれ

していた。標識細胞が集団状に認められることは，こ　　ぼわずかに低い程度である。この琳実は甲状腺の乳頭

れらの腺腫細胞の分裂周期がほ到司調していることを　　　腺癌の臨床経過が比較的緩慢で，術後生存率が高いこ

意味するもので，腺腫の発癌母地としての重要性を三1三　　と23），また乳癌の術後生存率も比較的高いこと24）25）26）

張する教室の飯田13）の成績と併せ考えきわめて興味あ　　　27）とよく一致するもので，悪性腫瘍の3H－thynlidine

る成績である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　標識率は腫瘍の臨床経過をよく反映するものと考えら

　腺腫の組織像と標識率との関係について考察すると　　　れる。

管状腺腫の標識率はコロイド腺腫及び濾胞状腺腫のぞ　　　　in　vitr‘）nash　labeling法とin　vivo　local　flasi1

れに比較してや鼠高い傾向がうかがわれたが・この成　　　1abelin9法と比較すると，標識率に関してはいずれ

績は教室の石田14）がph‘）sphorylaseについて検討し　　の疾患においても両者はほ父同様の成績を示すので，

た成績とほ黛一致する・　すなわち，、武内15）によれば　　　手技が簡単なこと及び生体への影響が金くないことな

phosphorylase活性は糸lll胞の分裂周期と密接iな関係が　　　どから，　in　vitro　flash　labeling法は標識率の検索方

あり，DNA倉成期から分裂期にかけて活性が増強す　　　法として推奨すべき方法と考える。

るために増殖の著しい臓器組織ではphOSphrylase活

性が一般に増強するとされているが，石田1りの単純　　　　　　　　　　　結　　論

性結節性甲状腺唾におけるPhosphorylase活姓iの成　　　　各種甲状腺疾患について3H－thymidineのhwitro

績によると管状腺腫に最も高く，ついで濾胞状腺腫，　　　flash　labelingならびに・in　vivo　Iocal　flash　labeling

・呵ド腺腫の順肺なっている．以上述べた縮の麟法を徹っ唄慮胞破細抱の増鵜態を追求して次の

3H－thylnidine標識率ならびに石田のphosphrylase　　結論を1尋た。

活性の成績を総合して考察すると，単純性結節1生甲｝1犬　　　1・対照における標識率はin　vitro　flash　labelin9

腺腫の中でも管状腺腫は濾胞状腺腫友びコロイド腺腫　　　法で0～0，8％，in　vivQ　local　flash　labelin9法で0．2

に比較して腺腫細胞の分裂，増殖が著しいものと考え　　　％で，in　vitro　flash　labeling法とin　vivo　IQca1

られる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　flash　labelin8法との間には標識率に関して明らかな

　甲状腺腫の3H－thymidine標識率と他臓器の良性瘍　　　差異は認あられない。　　　　　、

腫のそれと比較検討すると，Kury16）はacoustic　neu－　　　2・　甲状腺機能冗進症の標識率は0－0．9％である。

roma　O2％　meningioma　1・2～1・6％．astrocytoma　　また甲状腺機能充進症患潜の年令，組織型と標識率と

2．0～7．4％，と報告し，Johnson　5）はfibroadenoma　　の間には明らかな関係は認められない。

1，7％と述べ，Titus17）は膵臓のislet　cell　adenQma　　　3・｛蔓性甲状腺炎の標識率は0・1～0，8％である。亜

の標識率をα2％と報告している。以上述べた諸家の　　　急性甲状腺炎では0％であった。

成績と比較して明らかなごとく甲状腺々腫は良性腫瘍　　　4・腺腫の標識率は24例中3例は高値を示し，他は

の中でも標識率の低い腫瘍に属するということができ　　　すべて0．8％以下の標識率を示した。

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　腺腫の組織型と標識率との関係では管状腺腫はコロ

　つぎに甲状腺癌について述べると・研究の対象とし　　　イド腺腫，濾胞状腺腫に比較して漂識率が多少高い傾

た甲状腺癌11例の組織像はすべて乳頭腺癌であるが，　　　向がある。また腺唾の大きさ，患者の年令と標識率と

これらの標識率は0．8～4・0％であって腺腫のそれに比　　　の間には明らかな関係は認められない。

較すると高率である。しかしながら他臓器の癌の標識　　　5・乳頭腺癖11例の標識率は0・8～4・0％であって，

率と比較すると・胃癌についてKolima18）は0・1～8・O　　l腺腫に比較して明らかに高い標識率を示す。癌患者の

％，Baserga19）は9・0％，　Titus17）は10・6％・Wolberg　　年令，癌結節の大きさと標識率との間には明らかな関

2D）は1～113％，安川12）は4・9剛19・0％　新畑11）は2・7　　係は認められない。

～22・1％と報告している。また肺癌については・Titus　　　6．すなわち，甲状腺機能尤進症及び甲状腺炎にお

17）は1・7～9・5％・Qehlert21）は10・2％l　W。lberg20）は　　　ける濾胞上皮細胞の増殖動態は対照とほ到司様である

30％と報告し，乳癌については・JohnSOI15）は0・44％・　　が、腺腫においては，増殖のさかんなものがまれに見

Titus17）は1・0～1・6％Wolberg20）は0・01～13・0％，岸　　　られ，癌においてはほとんど常に増殖が旺盛である。

成22）は2配15％と報告している。
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